
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「指定
してい

短期
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事業
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り よ う
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けいやくしょ

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社会
しゃかい

福祉
ふ く し

法人
ほうじん

 

大阪府
おおさかふ

社会
しゃかい

福祉
ふ く し

事業団
じぎょうだん

 

特別
とくべつ

養護
よ う ご

老人
ろうじん

ホーム
ほ ー む

美原
みはら

荘
そう
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第２条
だ い   じ ょ う
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   事
じ
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第８条
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（事
じ

業者
ぎ ょ う し ゃ
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およ

サービス
さ ー び す

従事者
じ ゅ う じ し ゃ
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ぎ む

） 

第９条
だ い     じ ょ う

（守秘
し ゅ ひ

義務
ぎ む

） 

 

第四章
だ い     し ょ う

   契約者
け い や く し ゃ

の義務
ぎ む

 

第１０条
だ い    じ ょ う
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け い や く し ゃ
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し せ つ
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り よ う じ ょ う

の注意
ち ゅ う い

義務
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第五章
だ い   し ょ う

   損害
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（損害
そ ん が い
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ば い し ょ う
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せ き に ん

） 

第１２条
だ い    じ ょ う

（損害
そ ん が い

賠償
ば い し ょ う

がなされない場合
ば あ い

） 

第１３条
だ い     じ ょ う

（事
じ

業者
ぎ ょ う し ゃ
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せ き に ん

によらない事由
じ ゆ う

によるサービス
さ ー び す

の実施
じ っ し
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け い や く

の終了
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けいやく

の終了
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事由
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、契約
けいやく
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ともな

援助
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第１７条
だい   じょう

（事
じ

業者
ぎょうしゃ

からの契約
けいやく

解除
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） 

第１８条
だい    じょう

（清算
せいさん

） 

第七章
だい            しょう

 その他
          た

 

第１９条
だ い   じ ょ う

（苦情
く じ ょ う

処理
し ょ り

） 

第２０条
だ い        じ ょ う

（協議
き ょ う ぎ

事項
じ こ う
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だ い        じ ょ う
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ご う い
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              （以下
い か

「利用者
り よ う し ゃ

」という。）と社会
しゃかい

福祉
ふ く し

法人
ほうじん

大阪府
お お さ か ふ

社会
しゃかい

福祉
ふ く し

事業団
じぎょうだん

（以下
い か

「事
じ

業者
ぎょうしゃ

」という。）は、利用者
り よ う し ゃ

が特別
とくべつ

養護
ようご

老人
ろうじん

ホーム美原
みはら

荘
そう

（以下
いか

「事業所
じぎょうしょ

」という。）において、事
じ

業者
ぎょうしゃ

から提供
ていきょう

される短期
たんき

入所
にゅうしょ

サ

ービスを受け
う

、それに対
たい

する利用
りよう

料金
りょうきん

を支払う
しはら

ことについて、次
つぎ

のとおり契約
けいやく

（以下
いか

「本契約
ほんけいやく

」という。）を締結
ていけつ

します。 

 

第一章
だい  しょう

 総則
そうそく

 

第１条
だい  じょう

（契約
けいやく

の目的
もくてき

） 

本契約
ほんけいやく

は、利用者
り よ う し ゃ

の自立
じりつ

と社会
しゃかい

経済
けいざい

活動
かつどう

への参加
さんか

を促進
そくしん

する為
ため

に、事
じ

業者
ぎょうしゃ

が

利用者
り よ う し ゃ

に対し
たいし

、その日常
にちじょう

生活
せいかつ

を営む
いとな

ために必要
ひつよう

な居室
きょしつ

及び
および

共用
きょうよう

施設
しせつ

等
など

を使用
しよう

さ

せるとともに、第４条
だい   じょう

に定める
さだめる

短期
たんき

入所
にゅうしょ

サービス
さ ー び す

を提供
ていきょう

し必要
ひつよう

な支援
しえん

を適切
てきせつ

に

行う
おこな

ことを定めます
さだ

。 

第２条
だい  じょう

（契約
けいやく

期間
きかん

） 

１．本契約
ほんけいやく

の契約
けいやく

期間
きかん

は、令和
れいわ

    年
ねん

    月
つき

    日
ひ

から利用者
りようしゃ

の居宅
きょたく

支給
しきゅう

決定
けってい

期間
き か ん

までとします。 

 ２．契約
けいやく

満了
まんりょう

日
び

の７日前
  にちまえ

までに、利用者
りようしゃ

から事
じ

業者
ぎょうしゃ

に対して
たい

、文書
ぶんしょ

により契約
けいやく

終了
しゅうりょう

の申出
もうしで

がない場合
ばあい

、かつ利用者
りようしゃ

の居宅
きょたく

支給
しきゅう

決定
けってい

期間
き か ん

終了後
しゅうりょうご

に改めて
あらた

支給
しきゅう

決定
けってい

された場合
ばあい

、契約
けいやく

は更新
こうしん

されるものとします。 

第３条
だい   じょう

（短期
た ん き

入所
にゅうしょ

計画
けいかく

の決定
けってい

・変更
へんこう

及び契約
けいやく

支給量
しきゅうりょう

） 

 １．事
じ

業者
ぎょうしゃ

は、利用者
り よ う し ゃ

の受給者証
じゅきゅうしゃしょう

に記載
き さ い

された短期
た ん き

入所
にゅうしょ

サービス
さ ー び す

の支給量
しきゅうりょう

を

踏まえ
ふ ま え

、利用者
り よ う し ゃ

の課題
か だ い

と意向
い こ う

を把握
は あ く

、ケース
け ー す

会議
か い ぎ

等
とう

を開いて
ひら

利用者
り よ う し ゃ

の短期
た ん き

入所
にゅうしょ

計画
けいかく

を作成
さくせい

します。 

２．事
じ

業者
ぎょうしゃ

は、利用者
り よ う し ゃ

の短期
たんき

入所
にゅうしょ

計画
けいかく

については、利用者
りようしゃ

及び
およ

その家族
かぞく

等
など

に

対して
たい

説明
せつめい

し、同意
どうい

を得た
え

上
うえ

で決定
けってい

するものとします。 

 



 ３．事
じ

業者
ぎょうしゃ

は、利用者に係る
かかわ

短期
たんき

入所
にゅうしょ

計画
けいかく

が変更
へんこう

された場合
ばあい

、もしくは利用者
りようしゃ

及び
およ

その家族
かぞく

等
など

の要請
ようせい

に応じて
おう

、短期
たんき

入所
にゅうしょ

計画
けいかく

について変更
へんこう

の必要
ひつよう

がある

かどうかを調査
ちょうさ

し、その結果
け っ か

、短期
た ん き

入所
にゅうしょ

計画
けいかく

の変更
へんこう

の必要
ひつよう

があると

認められた
みと

場合
ばあい

には、利用者
りようしゃ

及び
およ

その家族
かぞく

等
など

と協議
きょうぎ

して、短期
たんき

入所
にゅうしょ

計画
けいかく

を

変更
へんこう

するものとします。 

４．事
じ

業者
ぎょうしゃ

は、短期
た ん き

入所
にゅうしょ

計画
けいかく

を変更
へんこう

した場合
ば あ い

には、利用者
りようしゃ

に対して
たい

書面
しょめん

を交付
こ う ふ

し、その内容
ないよう

を確認
かくにん

するものとします。 

5．利用者
りようしゃ

は、受給者証
じゅきゅうしゃしょう

記載
きさい

事項
じこう

に変更
へんこう

があった場合
ばあい

には、速やか
すみ

に事
じ

業者
ぎょうしゃ

に

変更
へんこう

内容
ないよう

を知らせる
し

とともに、事
じ

業者
ぎょうしゃ

の求め
もと

に応じて
おう

受給者証
じゅきゅうしゃしょう

の内容
ないよう

を

確認
かくにん

させるものとします。 

第４条
だい  じょう

（サービス
さ ー び す

内容
ないよう

） 

事
じ

業者
ぎょうしゃ

は、短期
たんき

入所
にゅうしょ

サービス
さ ー び す

として、事業所
じぎょうしょ

において、利用者
り よ う し ゃ

に対して
たい

、入浴
にゅうよく

、

排せつ
はいせつ

、食事
しょくじ

等
など

の介護
かいご

その他
           た

日常
にちじょう

生活上
せいかつじょう

の世話
せわ

及び
およ

機能
きのう

訓練
くんれん

を提供
ていきょう

するものと

します。 

第５条
だい  じょう

（契約
けいやく

期間
き か ん

と利用
り よ う

期間
き か ん

） 

 本契約
ほんけいやく

でいう「契約
けいやく

期間
きかん

」とは、第２条
だい   じょう

に定める
さだ

契約
けいやく

の有効
ゆうこう

期間
きかん

をいい、「利用
りよう

期間
きかん

」とは、第２条
だい    じょう

で定められた
さだ

契約
けいやく

期間内
きかんない

において、事
じ

業者
ぎょうしゃ

が利用者
りようしゃ

に対して
たい

、

現
げん

に短期
たんき

入所
にゅうしょ

サービス
さ ー び す

を実施
じっし

する期間
きかん

をいいます。 

 

第二章 サービス
さ ー び す

の利用
りよう

と料金
りょうきん

の支払い
しはら

 

第６条
だい   じょう

（利用者
りようしゃ

負担
ふたん

額
がく

及び
およ

実費
じっぴ

負担
ふたん

額
がく

） 

1．利用者は、前条
ぜんじょう

に定める
さだ

サービス
さ ー び す

に対して
たい

、重要
じゅうよう

事項
じこう

説明書
せつめいしょ

に定める
さだ

所定
しょてい

の利用者
りようしゃ

負担
ふたん

額
がく

及び
およ

サービス
さ ー び す

の利用
りよう

にかかる実費
じっぴ

負担
ふたん

額
がく

を事
じ

業者
ぎょうしゃ

に

支払います
しはら

。障
しょう

がい者
しゃ

総合
そうごう

支援法
しえんほう

に基づく
もと

介護
かいご

給付費
きゅうふひ

は、事業所
じぎょうしょ

が市町村
しちょうそん

から代理
だ い り

して受領
じゅりょう

します。 



２．利用者
りようしゃ

は、事
じ

業者
ぎょうしゃ

が計算
けいさん

して請求
せいきゅう

した前項
ぜんこう

の利用者
りようしゃ

負担
ふたん

額
がく

について、

当月分
とうげつぶん

を翌月
よくげつ

２２日
        にち

までに支払います
しはら

。 

第７条
だい  じょう

（利用
りよう

の中止
ちゅうし

・変更
へんこう

・追加
ついか

） 

 １．利用者
りようしゃ

は、利用
りよう

期間前
きかんまえ

において、短期
たんき

入所
にゅうしょ

サービス
さ ー び す

の利用
りよう

を中止
ちゅうし

又
また

は変更
へんこう

、

もしくは新た
あら

なサービス
さ ー び す

の利用
りよう

を契約
けいやく

支給量
しきゅうりょう

の範囲内
はんいない

で追加
ついか

することがで

きます。この場合
ばあい

には、サービス
さ ー び す

開始日
かいしび

の前日
ぜんじつ

までに事業者
じぎょうしゃ

に申し出る
もう  で

もの

とします。 

２．利用者
りようしゃ

が、利用
りよう

開始日
かいしび

に利用
りよう

の中止
ちゅうし

を申し出た
もう  で

場合
ばあい

は、重要
じゅうよう

事項
じこう

説明書
せつめいしょ

に

定める
さだ

所定
しょてい

の取消料
とりけしりょう

を事業者
じぎょうしゃ

にお支払い
おしはらい

いただく場合
ばあい

があります。但し
ただ

利用者
りようしゃ

の体調
たいちょう

不良
ふりょう

等
など

正当
せいとう

な事由
じゆう

がある場合
ばあい

は、この限り
かぎ

ではありません。 

３．事業者
じぎょうしゃ

は、第１項
だい   こう

に基づく
もと

契約者
けいやくしゃ

からのサービス
さ ー び す

利用
りよう

の変更
へんこう

・追加
ついか

の申し出
もう  で

に対して
たい

、事業者
じぎょうしゃ

が満室
まんしつ

で契約者
けいやくしゃ

の希望
きぼう

する期間
きかん

にサービス
さ ー び す

の提供
ていきょう

ができな

い場合
ばあい

、他
た

の利用
りよう

可能
かのう

期間
きかん

を利用者
りようしゃ

に提示
ていじ

して協議
きょうぎ

するほか、サ
さ

ービス
ー び す

の

提供
ていきょう

可能
かのう

な事業所
じぎょうしょ

の紹介
しょうかい

などを行います
おこな

。 

４．利用者
りようしゃ

は、第５条
だい  じょう

に定める
さだ

利用
りよう

期間中
きかんちゅう

であっても、サービス
さ ー び す

の利用
りよう

を中止
ちゅうし

することができます。 

５．前項
ぜんこう

の場合
ばあい

に、利用者
りようしゃ

は、すでに実施
じっし

されたサービス
さ ー び す

に対する
たい

利用
りよう

料金
りょうきん

支払い
しはらい

義務
ぎむ

及び
およ

第１０条
だい   じょう

第３
だい

項
こう

（原状回復
げんじょうかいふく

の義務
ぎむ

）その他
た

の条項
じょうこう

に基づく
もと

義務
ぎむ

を事業者
じぎょうしゃ

に対して
たい

負担
ふたん

しているときは、第１８条
だい    じょう

により精算
せいさん

するものと

します。 

６．第４項
だい  こう

により利用者
りようしゃ

がサービス
さ ー び す

の利用
りよう

を中止
ちゅうし

し、事業所
じぎょうしょ

を退所
たいしょ

する場合
ばあい

に

おいて、事業者
じぎょうしゃ

は、利用者
りようしゃ

の心身
しんしん

の状況
じょうきょう

、置かれて
お

いる環境
かんきょう

等
など

を勘案
かんあん

し、

必要
ひつよう

な援助
えんじょ

を行う
おこな

ものとします。 

 

 



第三章
だい  しょう

 事業者
じぎょうしゃ

の義務
ぎむ

 

第８条
だい  じょう

（事業者
じぎょうしゃ

及び
およ

サービス
さ ー び す

従事者
じゅうじしゃ

の義務
ぎ む

） 

 １．事業者
じぎょうしゃ

は、利用者
りようしゃ

に対し
たい

、出来る
でき

限り
かぎ

居宅
きょたく

に近い
ちか

環境
かんきょう

の中
なか

で、利用者
りようしゃ

の自立
じりつ

と社会
しゃかい

経済
けいざい

活動
かつどう

への参加
さんか

促進
そくしん

の観点
かんてん

から、支援
しえん

を適切
てきせつ

に行います
おこな

。 

２．事業者
じぎょうしゃ

は利用者
りようしゃ

の意志
いし

と人格
じんかく

を尊重
そんちょう

し、常に
つね

利用者
りようしゃ

の立場
たちば

に立って
た

、短期
たんき

入所
にゅうしょ

サービス
さ ー び す

を提供
ていきょう

します。 

３．事業者
じぎょうしゃ

及
および

サービス
さ ー び す

従事者
じゅうじしゃ

は、サービス
さ ー び す

の提供
ていきょう

にあたって、利用者
りようしゃ

の生命
せいめい

、

身体
しんたい

、財産
ざいさん

の安全
あんぜん

・確保
かくほ

に配慮
はいりょ

するものとします。 

 ４．事業者
じぎょうしゃ

はこの契約
けいやく

に基づく
もと

内容
ないよう

について、利用者
りようしゃ

の質問
しつもん

等
など

に対して
たい

適切
てきせつ

に

説明
せつめい

しなければなりません。 

５．事業者
じぎょうしゃ

は利用者
りようしゃ

の体調
たいちょう

・健康
けんこう

状態
じょうたい

からみて必要
ひつよう

な場合
ばあい

には、事業所
じぎょうしょ

の医師
いし

又
また

は看護
かんご

職員
しょくいん

もしくは主治医
しゅじい

又
また

はあらかじめ定めた
さだ

協力
きょうりょく

医療
いりょう

機関
きかん

と連携
れんけい

し、利用者
りようしゃ

からの聴取
ちょうしゅ

・確認
かくにん

の上
うえ

でサービス
さ ー び す

を実施
じっし

するものとします。 

 ６．事業者
じぎょうしゃ

及び
およ

サービス
さ ー び す

従事者
じゅうじしゃ

は、利用者
りようしゃ

又
また

は他
た

の利用者
りようしゃ

等
など

の行動
こうどう

を制限
せいげん

する

行為
こうい

を、緊急
きんきゅう

やむを得ない
      え

場合
ばあい

を除いて
のぞ

、行わない
おこな

ものとします。 

 ７．事業者
じぎょうしゃ

は、利用者
りようしゃ

に対する
たい

短期
たんき

入所
にゅうしょ

サービス
さ ー び す

の提供
ていきょう

について記録
きろく

を作成
さくせい

し、

それを２年間
  ねんかん

保管
ほかん

し、利用者
りようしゃ

もしくはその代理人
だいりにん

の請求
せいきゅう

に応じて
おう

これを

閲覧
えつらん

させ、複写物
ふくしゃぶつ

を交付
こうふ

するものとします。 

 ８．事業者
じぎょうしゃ

は、サービス
さ ー び す

提供時
ていきょうじ

において、利用者
りようしゃ

に病状
びょうじょう

の急変
きゅうへん

が生じた
しょう

場合
ばあい

その他
た

必要
ひつよう

な場合
ばあい

は、速やか
すみ

に主治医
しゅじい

又
また

はあらかじめ定めた
さだ

協力
きょうりょく

医療
いりょう

機関
きかん

への連絡
れんらく

を行う
おこな

等
など

の必要
ひつよう

な措置
そち

を講じる
こう

ものとします。 

第９条
だい  じょう

（守秘
しゅひ

義務
ぎむ

等
など

） 

 １．事業者
じぎょうしゃ

及び
およ

サービス
さ ー び す

従事者
じゅうじしゃ

又
また

は従業員
じゅうぎょういん

は、短期
たんき

入所
にゅうしょ

サービス
さ ー び す

を提供
ていきょう

す

る上
うえ

で知り得た
し   え

利用者
りようしゃ

又
また

はその家族
かぞく

等
など

に関する
かん

事項
じこう

を正当
せいとう

な理由
りゆう

なく

第三者
だい  しゃ

に開示
かいじ

することはありません。この守秘
しゅひ

義務
ぎむ

は、本契約
ほんけいやく

が終了
しゅうりょう

した



後
あと

も継続
けいぞく

します。 

 ２．事業者
じぎょうしゃ

は、利用者
りようしゃ

に医療上
いりょうじょう

、緊急
きんきゅう

の必要性
ひつようせい

がある場合
ばあい

には、医療
いりょう

機関
きかん

等
など

に

利用者
りようしゃ

に関する
かん

心身
しんしん

等
など

の情報
じょうほう

を提供
ていきょう

できるものとします。 

 ３．前
ぜん

２項
  こう

にかかわらず、利用者
りようしゃ

に係る
かかわ

他
ほか

の事業者
じぎょうしゃ

等
など

との連携
れんけい

を図る
はか

など正当
せいとう

な理由
りゆう

がある場合
ばあい

には、その情報
じょうほう

が用いられる
もち

者
もの

の事前
じぜん

の同意
どうい

を文書
ぶんしょ

に

より得た
     え

上
うえ

で、契約者
けいやくしゃ

又
また

は利用者
りようしゃ

の家族
かぞく

等
など

の個人
こじん

情報
じょうほう

を用いる
もち

ことができ

るものとします。 

 

第四章
だい  しょう

 契約者
けいやくしゃ

の義務
ぎむ

 

第１０条
だい   じょう

（契約者
けいやくしゃ

の施設
しせつ

利用上
りようじょう

の注意
ちゅうい

義務
ぎむ

等
など

） 

 １．利用者
りようしゃ

は、居室
きょしつ

及び
およ

共用
きょうよう

施設
しせつ

、敷地
しきち

をその本来
ほんらい

の用途
ようと

に従って
したが

、利用
りよう

す

るものとします。 

 ２．利用者
りようしゃ

は、サービス
さ ー び す

の実施
じっし

及び
およ

安全
あんぜん

衛生
えいせい

等
など

の管理上
かんりじょう

の必要
ひつよう

があると

認められる
みと

場合
ばあい

には、事業者
じぎょうしゃ

及び
およ

サービス
さ ー び す

従事者
じゅうじしゃ

が利用者
りようしゃ

の居室内
きょしつない

に

立ち入り
た   い

、必要
ひつよう

な措置
そち

をとることを認める
みと

ものとします。但し
ただ

、その場合
ばあい

、

事業者
じぎょうしゃ

は、利用者
り よ う し ゃ

のプライバシー
ぷ ら い ば し ー

等
など

の保護
ほ ご

について、十分
じゅうぶん

な配慮
はいりょ

をするも

のとします。 

 ３．利用者
り よ う し ゃ

は、事業所
じぎょうしょ

の施設
し せ つ

、設備
せ つ び

について、故意
こ い

又
また

は重大
じゅうだい

な過失
か し つ

により滅失
めっしつ

、

破損
は そ ん

、汚損
お そ ん

もしくは変更
へんこう

した場合
ば あ い

には、自己
じこ

の費用
ひよう

により原状
げんじょう

に復する
ふく

か、

又は
また

相当
そうとう

の代価
だいか

を支払う
しはら

ものとします。 

 ４．利用者
りようしゃ

の心身
しんしん

の状況
じょうきょう

等
など

により特段
とくだん

の配慮
はいりょ

が必要
ひつよう

な場合
ばあい

には、利用者
りようしゃ

及び
およ

その家族
かぞく

等
など

と事業者
じぎょうしゃ

との協議
きょうぎ

により、居室
きょしつ

又
また

は共用
きょうよう

施設
しせつ

、設備
せつび

の利用
り よ う

方法
ほうほう

等
など

を決定
けってい

するものとします。 

 

 



第五章
だい  しょう

 損害
そんがい

賠償
ばいしょう

（事業者
じぎょうしゃ

の義務
ぎむ

違反
いはん

） 

第１１条
だい   じょう

（損害
そんがい

賠償
ばいしょう

責任
せきにん

） 

 １．事業者
じぎょうしゃ

は、サービス
さ ー び す

の提供
ていきょう

によって事故
じこ

が生じた
しょう

場合
ばあい

には、速やか
すみ

に

市町村
しちょうそん

・契約者
けいやくしゃ

の家族
かぞく

に連絡
れんらく

して適切
てきせつ

な措置
そち

を講じます
こう

。 

２．事業者
じぎょうしゃ

は、本契約
ほんけいやく

に基づく
もと

サービス
さ ー び す

の実施
じっし

に伴って
ともな

、自己
じ こ

の責
せき

に帰す
き

べき

事由
じ ゆ う

により利用者
りようしゃ

に生じた
しょう

損害
そんがい

について賠償
ばいしょう

する責任
せきにん

を負います
お

。第９条
だい  じょう

に定める
さだ

守秘
しゅひ

義務
ぎむ

に違反
いはん

した場合
ばあい

も同
どう

様
よう

とします。 

  但し
ただ

、利用者
りようしゃ

に故意
こい

又
また

は過失
かしつ

が認められる
みと

場合
ばあい

には、利用者
りようしゃ

の置かれた
お

心身
しんしん

の状況
じょうきょう

を斟酌
しんしゃく

して相当
そうとう

と認められる
みと

時
とき

に限り
かぎ

、損害
そんがい

賠償
ばいしょう

責任
せきにん

を減じる
げん

こ

とができるものとします。 

３．事業者
じぎょうしゃ

は、前項
ぜんこう

の損害
そんがい

賠償
ばいしょう

責任
せきにん

を速やか
すみ

に履行
りこう

するものとします。 

第１２条
だい   じょう

（損害
そんがい

賠償
ばいしょう

がなされない場合
ばあい

） 

   事
じ

業者
ぎょうしゃ

は、自己
じこ

の責
せき

に帰す
 き

べき事由
じゆう

がない限り
かぎ

、損害
そんがい

賠償
ばいしょう

責任
せきにん

を

負いません
お

。とりわけ以下
いか

の各号
かくごう

に該当
がいとう

する場合
ばあい

には、事業者
じぎょうしゃ

は損害
そんがい

賠償
ばいしょう

責任
せきにん

を免れます
まぬが

。 

１．利用者
り よ う し ゃ

が、契約
けいやく

締結時
ていけつじ

にその心身
しんしん

の状況
じょうきょう

及び
およ

病歴
びょうれき

等
とう

の重要
じゅうよう

事項
じこう

について、

故意
こい

にこれを告げず
つ

、又は
または

不実
ふじつ

の告知
こくち

を行った
おこな

ことにもっぱら起因
きいん

して損害
そんがい

が発生
はっせい

した場合
ばあい

。 

２．利用者
りようしゃ

が、サービス
さ ー び す

の実施
じっし

にあたって必要
ひつよう

な事項
じこう

に関する
かん

聴取
ちょうしゅ

・確認
かくにん

に

対して
たい

故意
こい

にこれを告げず
つ

、又は
また

不実
ふじつ

の告知
こくち

を行った
おこな

ことにもっぱら起因
きいん

し

て損害
そんがい

が発生
はっせい

した場合
ばあい

。 

３．契約者
けいやくしゃ

の急激
きゅうげき

な体調
たいちょう

の変化
へんか

等
など

、事業者
じぎょうしゃ

の実施
じっし

したサービス
さ ー び す

を原因
げんいん

としな

い事由
じゆう

にもっぱら起因
きいん

して損害
そんがい

が発生
はっせい

した場合
ばあい

。 

４．契約者
けいやくしゃ

が事業者
じぎょうしゃ

もしくはサービス
さ ー び す

従事者
じゅうじしゃ

の指示
しじ

・依頼
いらい

に反して
はん

行った
おこな

行為
こうい

にもっぱら起因
きいん

して損害
そんがい

が発生
はっせい

した場合
ば あ い

。 



第１３条
だい   じょう

（事業者
じぎょうしゃ

の責任
せきにん

によらない事由
じゆう

によるサービス
さ ー び す

の実施
じっし

不能
ふのう

） 

  事業者
じぎょうしゃ

は、本契約
ほんけいやく

の有効
ゆうこう

期間中
きかんちゅう

、地震
じしん

・噴火
ふんか

等
など

の天災
てんさい

その他
た

自己
じこ

の責
せき

に帰すべ
き

からざる事由
じゆう

によりサービス
さ ー び す

の実施
じっし

ができなくなった場合
ばあい

には、利用者
りようしゃ

に

対して
たい

既
すで

に実施
じっし

したサービス
さ ー び す

を除いて
のぞ

、所定
しょてい

のサービス
さ ー び す

利用
りよう

料金
りょうきん

の支払
しはら

いを

請求
せいきゅう

することができないものとします。 

 

第六章
だい  しょう

 契約
けいやく

の終了
しゅうりょう

 

第１４条
だい   じょう

（契約
けいやく

の終了
しゅうりょう

事由
じゆう

、契約
けいやく

終了
しゅうりょう

に伴う
ともな

援助
えんじょ

） 

 １．利用者
りようしゃ

は、以下
いか

の各号
かくごう

に基づく
もと

契約
けいやく

の終了
しゅうりょう

がない限り
かぎ

、本契約
ほんけいやく

に定める
さだ

ところに従い
したが

事業者
じぎょうしゃ

が提供
ていきょう

するサービス
さ ー び す

を利用
りよう

することができるものとし

ます。 

  一．利用者
りようしゃ

が死亡
しぼう

した場合
ばあい

。 

  二．事業者
じぎょうしゃ

が解散
かいさん

命令
めいれい

を受けた
けた

場合
ばあい

、破産
はさん

した場合
ばあい

又
また

はやむを得ない
      え

事由
じゆう

に

より事業所
じぎょうしょ

を閉鎖した
へいさ

場合
ばあい

。 

  三．施設
しせつ

の滅失
めっしつ

や重大
じゅうだい

な毀損
きそん

により、サービス
さ ー び す

の提供
ていきょう

が不可能
ふかのう

になった場合
ばあい

。 

  四．事業所
じぎょうしょ

が指定
してい

を取り消された
と   け

場合
ばあい

又
また

は指定
してい

を辞退
じたい

した場合
ばあい

。 

  五．第１５条
だい    じょう

から第１７条
だい   じょう

に基づき
もと

本契約
ほんけいやく

が解除
かいじょ

された場合
ばあい

。 

    六．第２条
だい  じょう

の契約
けいやく

期間
きかん

が満了
まんりょう

した場合
ばあい

。（但し
ただ

満了前
まんりょうまえ

に契約
けいやく

更新
こうしん

の手続き
てつづ

が

とられた場合
ばあい

は除く
のぞ

） 

 ２．事業者
じぎょうしゃ

は、前項
ぜんこう

第一号
だいいちごう

を除く
のぞく

各号
かくごう

により本契約
ほんけいやく

が終了
しゅうりょう

する場合
ばあい

には、

利用者
りようしゃ

の心身
しんしん

の状況
じょうきょう

、置かれて
お

いる環境
かんきょう

等
など

を勘案
かんあん

し、必要
ひつよう

な援助
えんじょ

を行う
おこな

よ

う努める
つと

ものとします。 

第１５条
だい   じょう

（利用者
りようしゃ

からの中途
ちゅうと

解約
かいやく

） 

 １．利用者
りようしゃ

は、本契約
ほんけいやく

の有効
ゆうこう

期間中
きかんちゅう

、本契約
ほんけいやく

を解約
かいやく

することができます。この

場合
ばあい

には、利用者
りようしゃ

は契約
けいやく

終了
しゅうりょう

を希望
きぼう

する日
ひ

の７日前
  にちまえ

までに事業者
じぎょうしゃ

に通知
つうち

す

るものとします。 



  ２．利用者
りようしゃ

が第1項
だい  こう

の通知
つうち

を行わず
おこな 

に施設
しせつ

から退去
たいきょ

した場合
ばあい

には、事業者
じぎょうしゃ

が

利用者
りようしゃ

の解約
かいやく

の意志
いし

を知った
し

日
ひ

をもって、本契約
ほんけいやく

は解約
かいやく

されたものとします。 

第１６条
だい   じょう

（利用者
りようしゃ

からの契約
けいやく

解除
かいじょ

） 

 利用者
りようしゃ

は、事業者
じぎょうしゃ

もしくはサービス
さ ー び す  

従事者
じゅうじしゃ

が以下
いか

の事項
じこう

に該当
がいとう

する行為
こうい

を

行った
おこな

場合
ばあい

には、本契約
ほんけいやく

を解除
かいじょ

することができます。 

    １．事業者
じぎょうしゃ

もしくはサービス
さ ー び す

従事者
じゅうじしゃ

が正当
せいとう

な理由
りゆう

なく本契約
ほんけいやく

に定める
さだ

短期
たんき

入所
にゅうしょ

サービス
さ ー び す

を実施
じっし

しない場合
ばあい

 

２．事業者
じぎょうしゃ

もしくはサービス
さ ー び す

従事者
じゅうじしゃ

が第９条
だい じょう

に定める
さだ

守秘
しゅひ

義務
ぎむ

に違反
いはん

した

場合
ばあい

 

３．事業者
じぎょうしゃ

もしくはサービス
さ ー び す

従事者
じゅうじしゃ

が故意
こい

又
また

は過失
かしつ

により利用者
りようしゃ

の身体
しんたい

・

財物
ざいぶつ

・信用
しんよう

等
など

を傷つけ
きず

、又は
また

著しい
いちじる

不信
ふしん

行為
こうい

、その他
た

本契約
ほんけいやく

を継続
けいぞく

しがた

い重大
じゅうだい

な事情
じじょう

が認められる
みと

場合
ばあい

 

第１７条
だい   じょう

（事業者
じぎょうしゃ

からの契約
けいやく

解除
かいじょ

） 

  事業者
じぎょうしゃ

は、利用者
りようしゃ

が以下
いか

の事項
じこう

に該当
がいとう

する場合
ばあい

には、本契約
ほんけいやく

を解除
かいじょ

することが

できます。 

    １．利用者
りようしゃ

が、契約
けいやく

締結時
ていけつじ

にその心身
しんしん

の状況
じょうきょう

及び
およ

病歴
びょうれき

等
など

の重要
じゅうよう

事項
じこう

につ

いて、故意
こい

にこれを告げず
つ

、または不実
ふじつ

の告知
こくち

を行い
おこな

、その結果
けっか

本契約
ほんけいやく

を

継続
けいぞく

しがたい重大
じゅうだい

な事情
じじょう

を生じさせた
しょう

場合
ばあい

。 

２．利用者
りようしゃ

による、第６条
だい  じょう

に定める
さだ

サービ
さ ー び

ス
す

利用
りよう

料金
りょうきん

の支払い
しはらい

が３ヶ月
  かげつ

以上
いじょう

遅延
ちえん

し、相当
そうとう

期間
きかん

を定めた
さだ

催告
さいこく

にもかかわらずこれが支払われない
しはら

場合
ばあい

。 

３．利用者
りようしゃ

が、故意
こ い

又
また

は重大
じゅうだい

な過失
かしつ

により事業者
じぎょうしゃ

又は
また

サービス
さ ー び す

従事者
じゅうじしゃ

もしく

は他
た

の利用者
りようしゃ

等
など

の生命
せいめい

・身体
しんたい

・財物
ざいぶつ

・信用
しんよう

等
など

を傷つけ
きず

、又は
また

著しい
いちじる

不信
ふしん

行為
こうい

を行う
おこな

ことになどによって、本契約
ほんけいやく

を継続
けいぞく

しがたい重大
じゅうだい

な事情
じじょう

を

生じさせた
しょう

場合
ばあい

。 

４．利用者
りようしゃ

や利用者
りようしゃ

の家族
かぞく

が故意
こ い

による法令
ほうれい

違反
いはん

や、職員
しょくいん

や事業所に対
たい

す



る暴言
ぼうげん

、暴行
ぼうこう

、嫌
いや

がらせ、誹謗
ひぼう

中 傷
ちゅうしょう

、パワーハラスメント、セクシャル

ハラスメント等
とう

の迷惑
めいわく

行為
こうい

、写真
しゃしん

動画
どうが

撮影
さつえい

等
とう

、著
いちじる

しく常識
じょうしき

を逸脱
いつだつ

する

行為
こうい

をなし、事
じ

業者
ぎょうしゃ

の申
もう

し入
い

れにも関
かか

わらず、改善
かいぜん

の見込
み こ

みがなく、第
だい

１

条
じょう

に定
さだ

めるサービス利用
りよう

契約
けいやく

の目的
もくてき

を達
たっ

することが不可能
ふ か の う

となった場合
ばあい

。

（但
ただ

し、１０日
か

以上
いじょう

の予告
よこく

期間
きかん

をもつこととし、後任
こうにん

の事業所
じぎょうしょ

の紹介
しょうかい

に

努
つと

めることとする。） 

 

第１８条
だい   じょう

（清算
せいさん

） 

  第１５条
だい   じょう

から第１７条
だい   じょう

により本契約
ほんけいやく

が終了
しゅうりょう

した場合
ばあい

において、契約者
けいやくしゃ

が、す

でに実施
じっし

されたサービス
さ ー び す

に対する
たい

利用
りよう

料金
りょうきん

支払
しはらい

義務
ぎむ

及び
およ

第１２条
だい   じょう

第３
だい

項
こう

（原状回復
げんじょうかいふく

の義務
ぎむ

）その他
た

の条項
じょうこう

に基づく
もと

義務
ぎむ

を事業者
じぎょうしゃ

に対して
たい

負担
ふたん

してい

る時
とき

は、第６条
だい  じょう

第２項
だい  こう

により清算
せいさん

するものとします。 

 

第七章
だい  しょう

  その他
た

 

第１９条
だい   じょう

（苦情
くじょう

処理
し ょ り

） 

  １．事業者
じぎょうしゃ

は、その提供
ていきょう

したサービス
さ ー び す

に関する
かん

利用者
りようしゃ

等
など

からの苦情
くじょう

に対して
たい

、

苦情
くじょう

を受け付ける
う   つ

窓口
まどぐち

を設置
せっち

して適切
てきせつ

に対応
たいおう

するものとします。 

  ２．利用者
りようしゃ

は、この契約
けいやく

に基づく
もと

サービス
さ ー び す

に関して
かん

、重要
じゅうよう

事項
じこう

説明書
せつめいしょ

に記載
きさい

さ

れた第三者
だいさんしゃ

委員
いいん

に苦情
くじょう

を申し立てる
もう  た

こともできますし、重要
じゅうよう

事項
じこう

説明書
せつめいしょ

に

記載
きさい

された都道
とどう

府県
ふけん

社会
しゃかい

福祉
ふくし

協議会
きょうぎかい

に設置
せっち

されている運営
うんえい

適正化
てきせいか

委員会
いいんかい

に

苦情
くじょう

を申し立てる
もう   た

こともできます。 

第２０条
だい   じょう

（協議
きょうぎ

事項
じこう

） 

  本契約
ほんけいやく

に定められて
さだ

いない事項
じこう

について問題
もんだい

が生じた
しょう

場合
ばあい

には、事業者
じぎょうしゃ

は

障害者
しょうがいしゃ

自立
じりつ

支援法
しえんほう

その他
た

諸法令
しょほうれい

の定める
さだ

ところに従い
したが

、利用者
りようしゃ

と誠意
せいい

をもって

協議
きょうぎ

するものとします。 



第２１条
だい   じょう

（合意
ごうい

裁判
さいばん

管轄
かんかつ

について） 

  本契約
ほんけいやく

について、やむを得ず
      え

訴訟
そしょう

となる場合
ばあい

は、サービス
さ ー び す

事業者
じぎょうしゃ

の住所地
じゅうしょち

を

管轄
かんかつ

する裁判所
さいばんしょ

を第一審
だいいっしん

管轄
かんかつ

裁判所
さいばんしょ

とする事
こと

を利用者
りようしゃ

及び
およ 

事業者
じぎょうしゃ

は予め
あらかじ

合意
ごうい

し

ます。 

 

 

 

上記
じょうき

の契約
けいやく

を証する
しょう

ため、本書
ほんしょ

２通
  つう

を作成
さくせい

し、利用者
りようしゃ

・事業者
じぎょうしゃ

が記入
きにゅう

捺印
なついん

の上
うえ

、

各１通
かく  つう

を保有
ほゆう

するものとします。 

 

令和
れいわ

     年
ねん

     月
がつ

     日
にち

 

                     事業者
じぎょうしゃ

住所
じゅうしょ

   大阪府
お お さ か

箕面市
み の お し

白島
はくしま

三丁目
さんちょうめ

5
５

番50号
ばん５０ごう

 

                     事業者名
じぎょうしゃめい

     社会
しゃかい

福祉
ふくし

法人
ほうじん

 大阪府
おおさかふ

社会
しゃかい

福祉
ふくし

事業団
じぎょうだん

 

                     代
だい

表
ひょう

者
しゃ

氏
し

名
めい

    理
り

事
じ

長
ちょう

     行
ゆき

 松
まつ

 英
ひで

 明
あき

 

                     代
だい

  理
り

  人
にん

    特別
とくべつ

養護
よ う ご

老人
ろうじん

ホーム
ほ ー む

美原
み は ら

荘
そう

 

                                 荘
そう

  長
ちょう

  三谷
みたに

 伸
しん

次郎
じろう

       印 

                     契約者
け い や くし ゃ

    住所
じゅうしょ

 

                 氏名
し め い

                              印 

           代
だ い

筆者
ひ つ し ゃ

       住所
じゅうしょ

 

                 氏名
し め い

                 印 


